
　三菱地所グループでは、2000年度より「環境報告書」を発行し、2005
年度からは報告内容を企業の社会的責任に拡大し「CSR報告書」として発
行してきました。
　2013年度は、より経営と一体となったCSR活動を推進していくことを
重視し、三菱地所グループの長期ビジョン「BREAKTHROUGH	2020」
の5つのバリューに沿った構成で取り組みを報告しています。また、変化す
る社会からの要請・期待に誠実に応えていくため、今後、2013年に発行
された「GRIサステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第4版」を参
考に、報告内容とCSR活動のさらなる充実を図っていく予定です。是非、
ステークホルダーの皆さまにお読みいただき、忌憚ないご意見・ご感想を
お寄せいただければ幸いです。

報告体系
　CSR報告書は毎年報告する内容の充実とともに、ボリュームが増えてい
きます。そこで、冊子版は一般読者を対象とした「ダイジェスト版」として、
当社グループが最も伝えたい内容を読みやすくまとめ、WEB版を専門的
な各種データを含め、報告すべき内容を網羅した「完全版」としました。ま
た、企業概要や業績に関する詳細情報はWEBサイトよりご確認いただけ
ます。

WEBサイト

CSR情報(完全版) 
http://www.mec.co.jp/j/csr/index.html
IR情報  
http://www.mec.co.jp/j/investor/index.html
企業情報・事業案内 
http://www.mec.co.jp/j/company/index.html 

報告対象組織
　「CSR報告書2014」における対象組織は、三菱地所（株）と、三菱地所
グループ行動憲章を共有するグループ会社46社（国内42社、海外4社）
です。

対象組織一覧はWEBサイト参照

　また、環境パフォーマンスデータ（※）は、ISO14001の認証を取得して
いる以下の組織を主な報告対象としています。
●	三菱地所株式会社	PM・リーシング／ビルアセット事業グループ
（三菱地所株式会社は、2014年4月に組織改正およびISO認証対象範囲
の見直しを行っています。）
●	三菱地所コミュニティ株式会社	
●	三菱地所ホーム株式会社	
●	株式会社三菱地所設計	
●	株式会社ロイヤルパークホテルズアンドリゾーツ	
●	株式会社ロイヤルパークホテル	
（※）「事業活動に伴う環境負荷および環境配慮等の取り組みに関する状況」を表す情報・指標

報告対象期間
　2013年度（2013年4月1日〜2014年3月31日）を報告対象期間とし
ていますが、一部当該年度以外の内容も記載しています。

参考としたガイドライン
●	GRI（Global	Reporting	Initiative）
「GRIサステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3.1版」
●	環境省「環境報告ガイドライン」（2012年版）

GRIガイドライン対照表はWEBサイト参照
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ビル事業グループ　
　東京を中心に国内主要都市でオフィス
ビルの開発と運営管理を行う当社の主
力事業です。保有型事業と回転型事業
のバランスの取れた資産ポートフォリオ
を構築しつつ、魅力的なまちづくりを推
進しています。

　不動産での資産運用を求める投資家
に対して、長期安定的な運用ニーズに対
応するREIT（不動産投資信託）から、機
関投資家の特定運用ニーズに対応する
私募ファンドまで、専門的なノウハウをも
とに幅広いサービスを提供しています。

連結対象会社 連結子会社 169社（国内46社、海外123社）
  持分法適用関連会社 60社

社員数  7,952人
営業収益  10,752億円
当期純利益  642億円

ビル事業

投資マネジメント事業

企業データ（連結2014年3月末） セグメント別営業収益（連結2014年3月期）

商業・物流事業グループ　
　商業施設事業では、日本全国で様々な
タイプの商業施設の開発をしており、施
設企画、開発、テナントリーシング、開業
後の運営まで、当社が継続的に関与する
一貫体制で事業を展開しています。
　物流施設事業は、事業の柱の一つと
捉えて積極展開を図るべく、全国で進出
の検討を進めています。

　明治の創業以来120年の歴史の中で
培った知見とデザインセンス、最先端の
技術を活用し、都市・建築の総合設計事
務所として、建築・土木設計、都市・地域
開発計画、コンサルティングを通じて社
会の要請に応えています。

設計監理事業

　マンション・戸建て住宅・宅地の開
発、分譲、賃貸、管理を行っています。
人々のライフスタイルの多様化と中古住
宅流通の拡大に合わせ、リノベーション
事業も強化しています。

　「ロイヤルパークホテルズ」として、 
仙台、東京（日本橋・汐留・羽田）、横浜、
名古屋、京都、福岡にて8ホテルを展開
しています。顧客満足経営の実践を基本
に、ブランド価値の向上とグループホテ
ルの拡大を進めています。

住宅事業

ホテル事業

　当社は1970 年代から海外事業に取
り組み、米国・英国での不動産賃貸・開
発事業を行ってきました。近年は成長著
しいアジアにおいても、積極的に不動産
事業を展開しています。

　不動産の仲介・コンサルティングか
ら、マンション・オフィスビルの賃貸経営
サポート、コインパーキングの運営ま
で、法人・個人向けサービスを幅広く提
供しています。

海外事業

不動産サービス事業

私たち三菱地所グループは、チャレンジを続けます。

設計監理事業 1.8％
投資マネジメント事業 0.6％
海外事業 7.3％

ホテル事業 2.7％
不動産サービス事業 2.5％
その他の事業 0.3％

ビル事業　48.0％ 住宅事業　36.8％

三菱地所グループ概要
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